








特発性ネフローゼ症候群(INS)のネフローゼ期と寛解期の血清および尿中のアルブミンの

荷電状態を,等電点電気泳動(isoelectric focusing,IEF)を用いて検討した。その結果,ア

ルブミンの等電点pH4.7の位置に一致してb2バンド(メインバンド)がすべての検体に共通

して認められた。他に,b2 バンドより less anionic charge の b1バンドがネフローゼ期の

尿のみに認められた。これは,ネフローゼ期の血清において惹起されたものが尿中に漏出し

てきたものと推測された。 


